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地
域
福
祉
事
業
所
と
は
➋ 

地
域
福
祉
事
業
所
は
、
３
つ
の
役
割
り
を

持
っ
た
場
所
で
す
。 

①
生
活
丸
ご
と
の
相
談
が
で
き
る
場
所

家
族
や
地
域
の
あ
り
方
が
変
化
し
、
高

齢
者
の
生
活
は
い
ろ
ん
な
場
面
で
不

自
由
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
医
療
や
介
護
、
年
金
ば
か
り

で
な
く
、
家
族
や
家
、
お
金
や
病
気
の

こ
と
、
日
々
の
食
事
づ
く
り
や
買
い

物
、
通
院
な
ど
、
様
々
な
心
配
ご
と
が

あ
る
の
が
生
活
で
す
。
こ
う
し
た
様
々

な
心
配
ご
と
の
相
談
が
で
き
る
場
所

が
地
域
福
祉
事
業
所
で
す
。
介
護
を
通

じ
て
身
に
付
け
た
知
識
で
相
談
に
あ

た
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
神

様
で
は
な
い
の
で
、
全
て
に
回
答
が
出

せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勇
気
を

も
っ
て
相
談
に
来
ら
れ
た
方
と
同
じ

目
線
で
一
緒
に
考
え
、
行
政
や
専
門
家

に
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
地
域
の
様
々

な
問
題
を
一
緒
に
考
え
て
い
け
る
場

所
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

②
仕
事
お
こ
し
が
で
き
る
場
所 

社
会
参
加
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に

暮
ら
せ
る
生
き
が
い
を
つ
く
り
だ
し

て
く
れ
ま
す
。
高
齢
者
の
暮
ら
し
を

想
像
し
て
み
れ
ば
、
介
護
や
食
、
移

送
や
生
活
支
援
（
掃
除
・
洗
濯
・
庭

仕
事
・
買
い
物
代
行
）
な
ど
の
活
動

は
益
々
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
元
気
な
高
齢
者
の
手
を
期
待
す

る
地
域
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
農
林
水
産
業
を
含
め
た
地
場
産

業
を
元
気
に
す
る
の
も
高
齢
者
の
役

割
り
は
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
地

域
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
仕
事
は
、

そ
の
地
域
の
人
々
の
智
恵
と
力
で
実

現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
協
同
組
合
と
い
う
仕
組
み
は
、

そ
の
中
で
大
い
に
力
を
発
揮
し
ま

す
。
地
域
の
元
気
な
高
齢
者
で
、
何

か
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
々

に
、
協
同
組
合
で
の
仕
事
お
こ
し
を

伝
え
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 

③
生
き
が
い
活
動
に
取
り
組
め
る
場
所 

 

地
域
の
方
々
が
気
軽
に
集
い
、
お
し
ゃ

べ
り
が
で
き
る
場
所
で
す
。
社
会
と
関

わ
り
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
、
趣
味
の

集
い
や
学
び
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
終
末
期
の
医

療
や
介
護
、
自
分
ら
し
い
葬
儀
や
埋
葬

の
勉
強
会
な
ど
、
こ
の
よ
う
に
生
活
を

豊
か
に
す
る
場
所
が
地
域
福
祉
事
業

所
で
す
。 

 ２０２２年５月１日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 日下聰徳 

             

   香川県高齢者生活協同組合 ２０２２年 第２１５号 （5・6 月号）  

                                                                                                                    

                

 

http://www.kagawa-koureikyou.org  ＦＡＸ 087-899-6312  

    今月のお知らせ   

●総代会開催のお知らせ 

●理事長・専務理事挨拶 

●理事会報告 

●エルダーキャッツ小西団長近況

報告 

●健康のページ 

●「さんぽ会」スケジュール 

●エッセイ 

●5・6月の予定 

〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 

ホームページ 
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総
代
会
に
向
け
て 

 

 
 
 
 
 
 

理
事
長 

青
梅
ス
ミ
江 

爽
や
か
な
季
節
は
ほ
ん
の
ひ
と
と
き

で
、
梅
雨
、
そ
し
て
夏
の
足
音
が
近
付
い

て
お
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
も

長
期
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
な
か
、
当

組
合
の
介
護
施
設
で
は
一
人
の
陽
性
者

も
出
す
こ
と
も
な
く
推
移
し
て
い
ま
す
。 

 

〝
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
〟
と
い
う
言
葉
の

通
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予
防
に

高
い
意
識
を
持
ち
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
は
た
だ
た

だ
頭
の
下
が
る
思
い
で
一
杯
で
す
。 

 

そ
の
介
護
部
門
が
組
織
の
基
盤
強
化

に
貢
献
し
、
今
期
は
過
去
最
高
益
を
計
上

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

日
々
現
場
で
真
摯
に
介
護
業
務
に
向

き
合
う
ス
タ
ッ
フ
に
で
き
る
限
り
還
元

し
た
こ
と
で
、
純
利
益
は
昨
年
並
み
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
有
益
な
人
材
が
育
っ

て
い
る
こ
と
は
、
代
え
難
い
財
産
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。 

 

人
が
育
つ
こ
と
で
既
存
施
設
の
拡
充

や
新
施
設
の
展
望
も
開
け
、
地
域
の
高
齢

者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
フ
ィ
ー

ル
ド
が
広
が
っ
て
参
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
苦
戦
し
て
い
た
仕
事
お
こ
し
事
業
も

明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
、
活
動
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
生
き
が
い
事
業

も
感
染
対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
再
会
の
動
き
が
加
速
し
て
お
り
ま

す
。 

 

組
合
員
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
の
倍
旧
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
新
時

代
へ
の
胎
動
を
実
感
で
き
る
実
り
多
き

一
年
に
し
て
ゆ
く
覚
悟
で
す
。 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

総
代
会
に
向
け
て 

 
 
 

専
務
理
事 

松
本
静
香 

平
素
よ
り
組
合
員
の
皆
様
に
は
香
川
高

齢
協
の
運
営
に
ご
尽
力
頂
い
て
お
り
ま
す

こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ま
た
現
在
も
な
お
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
通

せ
な
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
介
護
事

業
部
門
に
お
き
ま
し
て
は
、
過
去
最
高
売
上

高
を
出
し
た
前
年
事
業
年
度
に
続
き
本
事

業
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
売
上
高
を
伸
ば

し
て
お
り
ま
す
事
は
、
介
護
従
事
者
の
皆
様

お
一
人
一
人
の
努
力
の
結
果
だ
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。 

あ
ら
た
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
今
年
度
も
引
き
続
き｢

経
営
に
は
み

ん
な
で
参
加
し
、
み
ん
な
で
事
業
を
運
営
し

て
い
く｣

と
い
う
高
齢
協
の｢

協
働
労
働｣

の

精
神
に
立
ち
返
り
、
高
齢
協
に
関
わ
る
全
て

の
皆
様
に｢

高
齢
協
と
ご
縁
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
！｣

と
思
っ
て
頂
け
る
組
織
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
今
後
と
も
皆
様
の
お
知
恵
と
お

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 

 
 
 

 



2022年度第 24回通常総代会の開催について 

 定款第 50 条に基づき、香川県高齢者生活協同組合第 24 回通常総

代会を開催いたします。 

記 

日 程  2022年 6月 26日(日) 14：00～ 

場 所  丸亀町レッツホール  

住 所  高松市丸亀町 1-1 高松丸亀町壱番街東館 4F 

 

 

 

◆ことでん「片原町駅」から、徒歩で約 5 分 ◆

「JR 高松駅」、もしくは、ことでん「高松築

港駅」から高松丸亀町壱番街まで、徒歩で約

15 分 

 

 

 

 

 

 

※第 8回定時社員総会はルポール讃岐にて 2022年 6月 17日㈮ 

に開催（第 12回理事会と同日開催）といたします。 
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あっという間に、87 歳！ 

   高齢協劇団 エルダーキャッツ団長 小西金太郎 

  

 昨年末に特別公演『白髪源内 珍説 油驚騒曲』を無事終えた高齢協劇団エルダーキ

ャッツ団長の小西金太郎さんに、公演開催までのお話しと、公演終了から半年が経過し

たいま、どんな思いで毎日を過ごしておられるのか。また既に次回の公演に向けて稽古

が始まっているという劇団のこれからについて綴っていただきました。 

 

 コロナ禍のため、２回も延期した歌舞音曲劇『白髪源内 珍説 油驚騒曲（オイルシ

ョック）』は昨年の 12月 11日に無事公演を終えました。 

 当日は理事長の青梅さんをはじめ役員のみなさんに、いきいき長屋の見学客として舞

台に上っていただき、大いに盛り上げてもらいま

した。その上、高齢協の会報「ひだまり」（1.2 月

号）になんと見開き 2 ぺージにわたって写真入り

のレポート。本当にありがとうございました。 

 私たち役者にとって気になるのが観客のみなさ

んの感想です。入場された方が約 600 人、その半

分の方よりアンケートが寄せられました。何点か

ご紹介しますと「楽しかった！元気をもらった！

面白かった！」（60代女性） 「あっという間の 3

時間、大入り満員で大爆笑の渦でしたね」（50代男

性） 「とても高齢者と思えぬ軽やかな動きに感

心」（70代女性）。このほか、私宛てのもので、「源内さん、本当にセリフを忘れたので

すか？絶妙に面白かったです」（30代女性）。 真相をお伝えします。半分は本当です。

（笑）すぐ思い出したのですが、客席の反応が大受けだったので、とっさにギャグにし

て 2回 3回とアドリブを繰り返したのです。これを笑いでこたえてくれたみなさん、ま

さに「お客様は神様でした！」 感謝 

人はなんのために生まれたか 

 先日、全国紙の『読売新聞』（西日本版）の取材を受けました。ライフ地域 「げん

きの源」の特集「観客に希望を届けたい」の見出しで 1ページにわたって紹介されまし

た。この記事の最後に団長の言葉として、「コロナ禍で先行きは不透明だが、今年中の

新たな公演を目指している。来年で劇団結成から 20 年。生涯現役で演劇に携わりつづ

けたい。観客に元気や希望を与えられる存在になれば」。その熱意は年齢を感じさせな

いと書いていただきました。演劇を通じて人に喜んでもらえることが自分の生きがいで

す。『人は人を喜ばせるために生まれた（やなせたかし）』 
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              遺言書は家族への愛 

 今、稽古を始めたのが、源内さんの公演のため中断していた「岩山家の場合…お宅は

大丈夫？」（遺産相続）です。 

 川柳に「遺産分け ただでもらうに なぜもめる」というのがあります。「うちは家

族仲がいいから大丈夫」という方が多いと思いますが、実際には遺産分割でもめて紛争

化するケースが増加しているとか。（最高裁判所の司法統計より）。 

 また、「遺言書を書くほどの資産もないし…」と思うかもしれませんが、調停が成立

した事件のうち約 75％が遺産が 5.000万円以下だったという統計もあります。 

 遺言者が亡くなることによって生ずる物語だから、暗くなりそうな題材ですが、思い

切ってドタバタと笑いを取り入れました。 

 少し筋書を紹介しますと、ある小さな鉄工所の経営者、岩山鉄太郎が突然倒れて亡く

なったのです。妻の善子に長女の銀子は泣くばかり。そこへ長男の強志が東京から単身

で返ってきます。嫁から特命を受けている長男は、葬式の費用など最低に抑えて遺産の

取り分を増やそうとケチケチ作戦。 

 そのうえ、弟の鉄太郎のために農業を

代行していた姉の横道キンとその娘花

子は、「亡くなった鉄太郎と特定遺贈の

約束しとるから土地はわたしらのもん」

と主張。仲の良かった家族や親戚が大口

論。家族への想いが断ち切れず幽霊にな

った鉄太郎は、みんなに話しかけるが、

その姿も声も見えない、聞えないものだ

から、仲裁に入っても弾き飛ばされる始

末。そこへ鉄太郎の娘と名乗る女と怪しげな男が、「認知してもらっとります」と押し

かけてきたり、自筆証書遺言が見つかり、家庭裁判所の検認など、てんやわんやの大騒

ぎ。このお芝居、年内 2カ所ほど公演のお話が進んでおります。 

 コロナ禍の終息しないなかで三密を守りながらの稽古も大変、公演も大変ですが、が

んばっております。 

 

会場に〝ありがとう！〟の拍手が響き渡った「白髪源内 珍説 油驚騒曲」フィナーレ 



   

 

 

理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

 

令
和
四
年
度 

第
九
回
理
事
会 

 

令
和
四
年
三
月
十
一
日
（
金
）
開
催 

 
 
 
 

審
議
検
討
事
項 

□
介
護
職
員
賃
金
改
善
の
実
施
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

介
護
職
員
処
遇
改
善
補
助
金
を
申
請
、

基
本
給
改
定
と
調
整
手
当
支
給
に
よ

り
賃
金
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。 

□
四
月
一
日
よ
り
介
護
事
業
所
管
理
者

の
異
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

□
第
二
十
四
回
通
常
総
代
会
の
役
員
改

選
と
総
代
選
挙
に
つ
い
て
今
回
で
、

役
員
と
総
代
の
改
選
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

《
報
告
事
項
》 

▽
一
月
度
月
次
損
益
状
況
（
生
協
・
支

援
）
と
各
事
業
所
の
現
状
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

▽
コ
ロ
ナ
対
策
の
状
況
報
告 

▽
い
き
が
い
事
業
部
・
地
域
活
動
委
員

会
・
西
讃
地
域
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
活

動
報
告
と
今
後
の
予
定
行
事
の
確
認 

▽
香
川
高
齢
協
の
組
織
状
況
（
三
月
末

現
在
） 

●
組
合
員
数
二
、
七
四
九
名
。 

●
出
資
金
額
一
六
、
七
一
四
千
円 

 
 

ひ
だ
ま
り
俱
楽
部 

 
 
 
 

 

 

ひ
だ
ま
り
俱
楽
部
「
春
の
法
要
」 

報
告 

令
和
四
年
三
月
二
十
一
日
（
月
）
午
前

十
時
か
ら
、
圓
通
寺
に
て
ひ
だ
ま
り
俱

楽
部
「
春
の
法
要
」
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

ひ
だ
ま
り
俱
楽
部
「
春
の
法
要
」
が
、

少
し
肌
寒
い
曇
り
空
の
下
、
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

開
始
三
十
分
前
に
集
合
し
、
圓
通
寺

周
辺
の
草
抜
き
と
清
掃
を
行
っ
た
後
、

十
時
か
ら
法
要
催
事
が
ひ
だ
ま
り
霊
廟

の
前
で
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

今
回
は
、
三
遺
族
の
皆
さ
ま
九
名
と

ひ
だ
ま
り
俱
楽
部
会
員
七
名
の
総
勢
十

六
名
の
参
列
に
て
営
み
ま
し
た
。 

 

野
田
住
職
の
読
経
の
中
、
個
人
を
偲

び
ご
焼
香
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

あ
り
が
た
い
野
田
住
職
の
お
講
和
を
拝

聴
し
、
次
回
、「
秋
の
法
要
」
の
日
程
を

お
知
ら
せ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
の
お

参
り
を
お
願
い
し
、
終
了
い
た
し
ま
し

た
。 

 

参
加
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 
 

ひ
だ
ま
り
俱
楽
部
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
本
知
美 
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歌
声
「
さ
つ
き
」
会
員
募
集 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

丸
亀
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
歌
声

「
さ
つ
き
」
は
、
童
謡
や
唱
歌
、
懐
か
し

い
昭
和
歌
謡
を
中
心
に
、
み
ん
な
一
緒
に

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
会
で
す
。 

伴
奏
は
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
。
参
加
者
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
い
ま
流
行
っ
て

い
る
歌
な
ど
も
歌
い
ま
す
。 

「
さ
つ
き
」
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
毎
回

ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
〇
〇
円
）
で
参
加
で
き

る
と
こ
ろ
。 

 

ぜ
ひ
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。 

開
催
日 

毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日 

会 

費 

ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
〇
〇
円
） 

入
会
金 

一
・
〇
〇
〇
円 

会 

場 

丸
亀
市
中
央
生
涯
学
習
ク 

ラ
ブ
五
階 

音
楽
室 

 

連
絡
先 

０
９
０-

２
７
８
１-

０
４ 

 
 

 
 

 

４
８
（
宮
崎
） 

 

遺
言
や
相
続
問
題
で
お
困
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

遺
言
・
相
続
・
遺
留
分
、
交
通
事
故
・

離
婚
・
男
女
問
題
・
会
社
の
経
営
や
契

約
・
借
金
・
保
証
人
・
後
継
ぎ
（
事
業
承

継
）
問
題
。 

不
動
産
・
建
築
問
題
、
そ
の
他
幅
広
く

対
応
。 

※
法
律
上
利
害
が
対
立
す
る
場
合
等
、

法
令
や
規
則
上
お
受
け
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 あ

す
か
総
合
法
律
事
務
所 

弁
護
士 

植
松
浩
司 

〒
７
６
０-

０
０
３
４ 

香
川
県
高
松
市
一
番
十
三
号 

日
新 

内
町
ビ
ル
七
階
（
高
松
三
越
斜
め
向
か 

い
） 

電
話 

０
８
７-

８
８
７-

０
８
３
６ 

 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
a
s
u
ka
-
lawoffice.c 

o
m
/
 

 

こ
ん
な
記
事
見
つ
け
ま
し
た 

高
齢
者
が
介
護
助
手
と
し
て
介
護
老

人
保
健
施
設
で
働
く
こ
と
は
、
自
身
の
健

康
維
持
に
加
え
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
を
示
し
た
、

と
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の

研
究
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
そ
う
で
す
。 

元
気
な
高
齢
者
が
介
護
助
手
と
し
て

部
屋
の
掃
除
や
食
事
の
後
片
付
け
、
話
相

手
と
い
っ
た
施
設
の
周
辺
業
務
を
行
う

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
三
重
県
で
、

周
辺
関
係
者
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
は
高
齢
介
護
助

手
の
存
在
が
自
分
た
ち
の
仕
事
軽
減
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
お
り
、
高
齢
介
護
助

手
を
多
く
採
用
す
る
施
設
ほ
ど
介
護
ス

タ
ッ
フ
の
疲
労
感
が
低
い
傾
向
に
あ
っ

た
と
い
う
。 

ま
た
高
齢
介
護
助
手
も
利
用
者
や
自

身
の
健
康
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
か
。
結

果
、
高
齢
期
の
福
祉
就
労
は
、
本
人
や
介

護
ス
タ
ッ
フ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
に

と
っ
て
「
三
方
良
し
」
の
社
会
活
動
と
い

え
る
そ
う
で
す
。 

※
「
四
国
新
聞
」
四
月
三
日
よ
り 

 



 

 

組合員の皆さまへ 

                                                  2022年6月吉日 

香川県高齢者生活協同組合 

                        理事長 青梅 スミ江 

 

「ひだまり」機関紙・購読申込みのご案内 

 

謹啓 初夏の候、日頃より香川高齢協へのご協力を改めて感謝申し上げます。 

 皆さま方には、新型コロナウイルス感染症の影響で、大変なご苦労をされて

おられることと案じています。 

さて、香川高齢協もこの時期は新しい活動年度を迎えることとなります。今

年度の総代会では、『気と力を結んで共に前へ歩こう 香川高齢協』〜全ての

人が尊厳を持って、共に生きる地域社会を〜のスローガンを掲げて、組合員皆

さまと共に高齢協運動を進めて参りたいと思いを新たにしております。そこで、

組合員皆さまとの情報共有を図る「ひだまり」機関紙の購読申込みをご案内差

し上げます。 

 どうか一人でも多くの皆さまからのお申込お待ちしております。 

謹白 

        

               記 

  〈ご案内事項〉 

※ひだまり機関紙・定期購読の申込みを希望される場合は、同封の 

「払込取扱票」に必要事項をご記入頂きお振込をお願い申し上げます。   

     ・年間購読料 1,200円 

ご協力のほど、どうぞよろしくお願申し上げます。 

ご不明な点がございましたら、高齢協本部までご連絡

ください。連絡先℡番号は本紙表紙に記載しています。  
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健
康
長
寿
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

フ
レ
イ
ル
っ
て
何
？ 

 
 

 

 

フ
レ
イ
ル
と
は
？ 

フ
レ
イ
ル
と
は
、
高
齢
期
に
心
身
の
機

能
が
衰
え
た
状
態
を
現
わ
し
た
言
葉
で

す
。 健

康
な
状
態
と
、
介
護
が
必
要
な
状
態

の
中
間
の
状
態
で
、
要
介
護
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
フ
レ
イ
ル
は
早
い
時
期
に
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
健
康
な
状
態

に
戻
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク 

①
筋
力
（
握
力
）
が
低
下
し
た
。 

②
半
年
で
体
重
が
２
～
３
キ
ロ
減
っ 

た
。 

③
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ 

た
。 

④
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
。 

⑤
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
。 

以
上
の
チ
ェ
ッ
ク
で
１
～
２
、
あ
て
は

ま
る
人
は
フ
レ
イ
ル
予
備
軍
で
す
。 

３
つ
以
上
だ
と
フ
レ
イ
ル
に
な
り
ま

す
。 フ

レ
イ
ル
の
予
防
と
改
善
に
取
り
組 

み
ま
し
ょ
う
！ 

●
普
段
か
ら
買
い
物
や
掃
除
、
ペ
ッ
ト
の

散
歩
や
階
段
の
昇
り
降
り
な
ど
、
こ
ま
め

に
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
軽
い
運
動
を
コ
ツ
コ
ツ
続
け
ま
し
ょ

う
。 い

つ
も
よ
り
少
し
速
く
歩
い
た
り
、
軽

い
筋
ト
レ
な
ど
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ

に
や
め
な
い
で
根
気
よ
く
、
気
長
に
コ
ツ

コ
ツ
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

●
１
日
の
食
事
の
量
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？ 

１
日
３
食
、
し
っ
か
り
食
べ
て
体
力
向

上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

半
年
に
１
度
歯
科
医
院
で
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
噛
む
力
を
維
持
す
る
こ
と

も
フ
レ
イ
ル
予
防
に
大
事
で
す
。
ま
た
、

食
事
は
で
き
れ
ば
誰
か
と
一
緒
に
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
思
考
は
ポ
ジ
テ
イ
ブ
に
。
前
向
き
で
自

発
的
に
人
と
接
し
た
り
交
流
す
る
機
会

を
持
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

１
日
１
回
以
上
外
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
週
１
回
以
上
友
人
や
知
人
と
会
っ

て
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
よ

う
。 ま

た
、
月
１
回
以
上
、
何
か
の
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

さ
さ
い
な
衰
え
は
本
人
に
自
覚
が
な

い
場
合
が
多
い
の
で
、
家
族
や
周
囲
の
人

が
フ
レ
イ
ル
の
サ
イ
ン
に
で
き
る
だ
け

早
く
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
フ
レ
イ

ル
予
防
に
は
と
て
も
大
切
で
す
。 

※
（
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

発
行
の
資
料
よ
り
） 
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6～9月 さんぽ会スケジュール 

「さんぽ会」スケジュール 

■小豆島バスツアー 

★日  時 6月 19日（日）  

★高松築港発 午前 9時発フェリー乗船予定  

★行 先 エンジェルロード・宝生院シンパク・中山千枚田・ヤマロク醤油見学 

★参加費及び集合時間等の詳細は、後日担当者より連絡予定   

 

■紫陽花観賞（善通寺「五岳の里」散策予定） 

★日  時 7月 3日（日） 

※行き先のみの決定で詳細は後日連絡します。 

 

■「鳴門道の駅」と「大塚美術館」観賞 

★日  時 9月 11日（日） 

 ★4月 29日オープンの「鳴門道の駅」訪問予定 

※5月 15日（日）実施予定の「足立美術館と松江城散策」には 37名の参加申し込 

みをいただきました。ありがとうございます。 

  

             

          

                         

 

   暮しのお困りごとは、仕事おこし事業部へ 

★お庭の草刈り・剪定★網戸や障子の張り替え  

★換気扇の掃除★家具の移動★お墓の掃除 など     

何でもご相談を！ 

０８０-２８５１-４３３６（土肥）０８０-２９９０-４５８６（森岡） 
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閉
じ
こ
も
り
の
身
か
ら 

 
 

お
久
し
振
り
。
エ
ッ
セ
ー
登
場
で
す
。 

こ
こ
数
十
日
の
う
ち
に
日
本
も
世
界
も

大
き
く
深
く
変
わ
り
ま
し
た
。 

そ
う
、
暗
く
て
重
い
の
は
変
わ
り
ま
せ 

ん
か
ら
、
軽
く
書
い
て
み
ま
し
た
。
小
生

と
嫁
さ
ん
も
鼻
突
き
合
わ
せ
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。
イ
ヤ
も
応
も
な
い
の
が
何
と

も
や
り
き
れ
ま
せ
ん
。 

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。 

ロ
シ
ア
の
人
た
ち
は
昔
か
ら
南
の
明 

る
い
風
土
に
憧
れ
続
け
て
き
た
の
で
す
。

無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国
土
の
大
半
が
凍

土
と
い
う
お
国
な
の
で
す
。
陽
光
の
大
地

を
ど
れ
ほ
ど
欲
し
い
か
想
像
も
で
き
ま

せ
ん
。
ロ
シ
ア
軍
の
南
進
を
心
の
底
で
は

心
情
的
に
支
持
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
動
き
を
許
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
世
界
的
な
視
座
か

ら
明
る
い
未
来
を
望
む
ば
か
り
で
す
。 

近
い
身
辺
を
見
回
す
と
、
う
ち
の
嫁
さ 

ん
の
い
い
と
こ
ろ
も
見
え
て
き
た
り
し

ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
成
果
は
あ
っ

た
と
思
え
ま
す
。 

 
 

 

 

昔
は
耐
乏
生
活
な
ど
と
言
い
ま
し
た
。

今
は
何
と
呼
べ
ば
い
い
の
か
知
り
ま
せ

ん
が
、
何
か
見
つ
け
て
耐
え
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
じ
っ
と
我
慢
の
日
々
で
す
。
何

と
い
っ
て
も
、
一
日
三
度
の
ご
飯
は
あ
る

の
で
す
。
戦
中
の
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ

ま
で
は
、
と
は
違
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
で
も
心
安
ら
ぐ
面
が
あ
り
ま
す
。 

物
の
な
い
と
き
は
、
こ
ん
な
も
の
で
も

煮
て
食
べ
た
と
い
う
記
憶
は
年
配
者
の

中
に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
生
き
て
い
る
の
で

す
。
悲
観
的
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
主
役
は
私
た
ち
で
す
と
胸
を

張
っ
て
生
き
た
い
も
の
で
す
。 

何
だ
か
修
身
の
教
科
書
み
た
い
に
な

り
ま
し
た
。
こ
ん
な
言
説
は
ご
め
ん
だ
と

立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。 

老
人
力
を
バ
カ
に
す
る
の
は
若
い
も

の
の
常
で
す
が
、
昔
か
ら
本
当
に
困
っ
た

と
き
に
知
恵
を
出
す
の
は
お
年
寄
り
の

古
い
知
識
と
い
う
の
が
日
本
の
昔
ば
な

し
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

窓
の
外
の
木
々
が
緑
の
色
を
濃
く
し

て
き
ま
し
た
。
暑
く
な
る
の
は
ち
ょ
っ
と

ホ
ネ
で
す
が
、
今
あ
た
り
が
年
中
で
も
快

適
に
過
ご
せ
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
今
を
十

二
分
に
味
わ
っ
て
元
気
に
生
き
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

ま
た
近
い
う
ち
に
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。 

 

 

斑
ド
ラ
猫 
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         2022 年 5・6 月 行事案内 

2022 年度第 24 回通常総代会開催のお知らせ 

第 24回通常総代会を下記日程にて開催します。 

日 時 2022年 6月 26日（日） 午後 2時～ 

場 所 丸亀町レッツホール 

住 所 高松市丸亀町 1－1 高松丸亀町壱番街東館 4階 

詳細は本紙 3ページに掲載しています。 

お問い合わせは、高齢協本部 ☎087-899-6311 まで。  

※コロナ感染拡大のため、延期または中止の場合は追って連絡します。 み 

 

       ご一緒に楽しみませんか？ 

 

♠高松教室（高齢協本部） 

♠ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347        ♠詰田川自然農園☎金木 090-4337-3494 

・毎月水曜日の 2回～3回 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(18時 30分～21時)♣西讃地域センター 

☎小西 090-1003-8568                   ♣琴平コーラス ミュゲ（10時～12時） 

♠さんぽ会                                  ☎山本 090-4787-4882  

☎吉田 090-5809-8400                   ♣琴平・ダンス教室（１3時～17時） 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297                 ☎日野 090-3188-1672  

♠夢を見る会☎木村 090-4501-3423           ♣歌声「さつき」 

♠ボウリング同好会☎嶋岡 080-3166-2342           ☎宮崎 090-27810488 

♠ダンスを楽しむ会 

・毎週金曜日（13時～15時） 木太コミュニティセンター 

☎木村 090-4501-3423 

 

                                  

             

■ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 


